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Ｔウォッチの主な活動
市民のためにＰＲＴＲデータの有効活用を

連続学習会（毎年PRTR公表データの国の説明会、
テーマごとに年数回実施、昨年度はGHSと移動体）
地域セミナー（02年度大阪、03年度神戸、名古屋、
札幌、仙台、04年度熊本、滋賀、05年度新居浜、福
岡）

国際セミナー（02年度欧米における「環境情報のア
クセスと市民参加」に学ぶ、03年度ＳＶＴＣ「シリコン
バレーの経験」に学ぶ、04年度、05年度ＥＵの新化
学物質政策REACHについて）
ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイトの開設と運営（今後
は製品情報の検索サイトも開設）
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これまでの経過
０１年４月化学物質排出把握管理促進法の施行
６月市民向けPRTR活用のために準備会発足

０２年４月有害化学物質削減ネットワーク設立総会
０３年３月国による第１回ＰＲＴＲデータ公表
５月ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイトの開設

０４年３月国による第２回ＰＲＴＲデータ公表
５月第３回総会兼ＮＰＯ法人設立総会
９月第2回ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイト公開
１０月特定非営利活動法人の設立

０５年３月国による第３回PRTRデータ公表
０６年２月国による第４回H16年度PRTRデータ公表
４月第３回ＰＲＴＲデータ検索ウェブサイト公開
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リスクコミュニケーションの実践としての
地域セミナーの開催

行政（PRTR担当者）、企業（環境管理部門、PRTR
担当者）、NGO（Ｔウォッチと地域の市民グループ）
が取組みの報告した後、参加者で質疑応答、意見
交換を行う

報告２時間、ディスカッション１時間程度（意見交換
の時間を多く取るように心がける）

事前に工場見学する場合もある

０３年度札幌、仙台、名古屋、神戸、０４年度千葉、
大津、熊本、０５年度新居浜、福岡で実施
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各地でのリスクコミュニケーションの光景
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ＰＲＴＲ制度の意義がどこまで実現してい
るのか不明 検証が不十分である

ＰＲＴＲ制度施行時の環境省資料では

①環境保全上の基礎データ

②行政による化学物質対策の優先度決定

③事業者による自主的な管理の改善の促進

④国民への情報提供と化学物質に係る理解の増進

⑤環境保全対策の効果・進捗状況の把握
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届出情報の公表について

PRTR集計公表に関して市民の関心希薄
PRTR情報関連ウェブサイトはたくさんあるが、
アクセス数は少ないか不明
国(環境省、経産省、NITE、産総研、環境情報科学センター
など）

地方自治体（神奈川県、兵庫県など）

市民（Ｔウォッチ、エコケミストリー研究会など）

届出データの公表を国がウェブサイトでやる
べきである
国の開示ＣＤの中に経産省のＰＲＴＲデータ分析システムけ
んさくんが添付されている
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今までのＰＲＴＲ集計データの特徴から

届出排出量は減少傾向にある
特に、大気への排出量が大きい
届出外排出量は03年度から大幅に減少
大幅減少したのは、対象業種の届出外排出量にあ
る
移動体排出量は年度により増減が激しい
届出対象事業場がすべて届けているのか不明
届出外推計方法の正しさが市民にはわからない
届出データは毎年修正されるが、届出対象外の推
計データはさかのぼって修正されないので、経年変
化を評価できない



届出排出量･移動量の比較 (千トン)

2004年 2003年 2002年 2001年
総排出 270 291 290 314
大気 233 250 256 280
公共水域 11 13 12 13
場内土壌 0.26 0.25 0.30 0.30
場内埋立 25 27 22 20
総移動 ２３０ 240 217 223
廃棄物 ２１７ 236 214 219
下水道 3.0 3.1 3.0 4.0



届出外排出量推計値の比較(千トン)

2004年 2003年 2002年 2001年

合計 ３５７ 342 589 585

対象業種 ６２ 55 251 322

非対象業種 １０７ 105 126 105

家庭 ６０ 63 62 69

移動体 １２８ 119 154 88
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ＰＲＴＲ制度の改善のために（１）
制度の公平性を確保すべきである

企業の自主的努力を評価するためにも、取
扱量の届出を義務付け、公表すべきである

未届事業者がなくなるように、チェック体制を
強化し、未届事業者には厳しく指導、監督す
べきである

そのため、使用量、製造量など他の許認可情
報とのリンクが必要であり、届出事務におけ
る地方自治体の役割を強化すべきである

政令市などにも届出事務を委譲すべきである
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ＰＲＴＲ制度の改善のために（２）
国民の知る権利に基づく制度に改めるべき

届出対象外の移動量を推計すべきである

災害時の危険に対して、貯蔵量の届出を義
務付けるべきである

使用量（製造量）、毒性データの再評価を行
い、対象物質の選定をやり直すべきである

ＭＳＤＳの作成義務付けと同様に、ＰＲＴＲ対
象物質の含有製品のＧＨＳ表示を義務付ける
べきである
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